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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技の進行を制御するメイン制御手段を備え、
　前記メイン制御手段は、特別遊技状態の開始条件を満たしたことに基づいて、特別遊技
状態を開始するように制御し、
　特別遊技状態では、特別役物が作動するように制御し、
　特別役物の作動は、予め定められた所定の終了条件を満たしたときに終了するように制
御し、
　特別遊技状態において特別役物の作動中に前記所定の終了条件を満たしたときは、特別
役物の作動を終了し、所定時間のウェイト処理を実行した後に、再度、特別役物が作動す
るように制御し、
　前記メイン制御手段は、前記所定時間よりも短い時間間隔で割り込み処理を実行し、
　特別遊技状態において特別役物が作動しているときに実行される割込み処理では、特別
遊技状態であり、かつ、特別役物が作動していることを示す試験信号を出力するための処
理を実行可能とし、
　特別遊技状態において前記ウェイト処理中に実行される割込み処理では、特別遊技状態
であり、かつ、特別役物が作動していないことを示す試験信号を出力するための処理を実
行可能とする
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　従来の技術において、１ＢＢ遊技中（特別遊技状態）にＲＢ遊技（特別役物の作動）を
繰り返す（１ＢＢ遊技中にＲＢを連続作動させる）仕様のスロットマシンが知られている
。
　この場合には、規則上、特別役物は、遊技回数又は入賞回数が所定回数に到達したとき
に終了させることが必要である。そして、特別遊技状態において特別役物を連続して実行
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する場合、特別役役物の作動終了と再度の作動開始とを明確に区切り、それを試験機側に
送信可能にする必要がある。
　本発明が解決しようとする課題は、特別遊技状態において特別役物の作動を繰り返す仕
様のスロットマシンにおいて、特別役物の作動終了と再度の作動開始とを明確にした試験
信号を出力可能とすることである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、以下の解決手段によって上述の課題を解決する。なお、かっこ書きで、対応
する実施形態の構成を示す。
　請求項１の発明は、
　遊技の進行を制御するメイン制御手段（メイン制御基板６０）を備え、
　前記メイン制御手段は、特別遊技状態の開始条件を満たした（１ＢＢに当選し、１ＢＢ
が入賞した）ことに基づいて、特別遊技状態（１ＢＢ遊技）を開始するように制御し、
　特別遊技状態では、特別役物（ＲＢ）が作動するように制御し、
　特別役物の作動は、予め定められた所定の終了条件（遊技回数又は入賞回数が２回に到
達したとき）を満たしたときに終了するように制御し、
　特別遊技状態において特別役物の作動中に前記所定の終了条件を満たしたときは、特別
役物の作動を終了し、所定時間（５割込みに相当する時間（１１．１７５（ｍｓ）））の
ウェイト処理（２バイト時間待ち処理（R_2BYTE_WAIT））を実行した後に、再度、特別役
物が作動するように制御し、
　前記メイン制御手段は、前記所定時間よりも短い時間間隔（２．２３５（ｍｓ））で割
り込み処理を実行し、
　特別遊技状態において特別役物が作動しているときに実行される割込み処理では、特別
遊技状態であり、かつ、特別役物が作動していることを示す試験信号（「０００１１００
０」）を出力するための処理を実行可能とし、
　特別遊技状態において前記ウェイト処理中に実行される割込み処理では、特別遊技状態
であり、かつ、特別役物が作動していないことを示す試験信号（「００００１０００」）
を出力するための処理を実行可能とする
　ことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明によれば、ウェイト処理を用いて、特別役物の作動／非作動を明確に示す試験信
号を（試験機等に）送信することができる。
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